
今日は何の日？ 

阪神・淡路大震災から 25 年 
１月 17 日、みなさんは今日が何の日か知っていますか？みなさんが生まれる前のこと

です。今から 25 年前、1995 年 1 月 17 日に、兵庫県南部地震による「阪神・淡路大震

災」が起こりました。午前 5 時 46 分、兵庫県の淡路島北部付近でＭ7.3 の地震が発生し

ました。私も家（伊勢市）の２階で睡眠中でしたが、伊勢市と神戸市では 140ｋｍほど離

れていますが、ガラス窓がガタガタ音を立て、揺れを感じて目が覚めたことを覚えていま

す。今ならきっと地震速報が大きな音で流れ、注意を喚起することでしょう。当時はテレ

ビをつけても、情報がすぐに届かずはっきりした状況はわかりませんでした。時間が経つ

につれ、その被害の大きさに日本中が驚いたのと、大変なことが起こったことがはっきり

してきました。高速道路は根元から折れ、電信柱は大きく傾き、ビルは地下や低層階が押

しつぶされ、家は傾いたり、倒れたり、これまで見たこともないような悲惨な状況がテレ

ビに映し出されました。さらに、あちらこちらで火事も起こり、建物から真っ赤な大きな

火柱が立ち上り、現実なのかＣＧなのかわからないような映像が流れました。この災害で

は多くの人々の命が失われ、建物も被害を受け、水道や電気やガスが止まってしまいまし

た。真冬の寒さの中、人々は、屋外や避難所で生活を余儀なくされました。25 年経っ

て、神戸や淡路島など兵庫県や大阪府など震災があったことも忘れるぐらい復興しまし

た。しかし、失われた命は戻りませんし、人々の記憶は消えません。ただ、この災害の経

験を教訓として、ボランティア活動や支援の在り方、災害への対策や役割（自助、共助、

公助）など、災害について世界の人々が様々な対策を考え、自分のこととして受け止めて

きました。この災害により、防災に対する意識が広がりました。日本ではその後も何度か

大きな地震が発生しました。そして 2011 年に東日本大震災が発生しました。 

現在、あらゆるところで避難訓練や、避難所の対応など防災に対する取り組みが行われ

ています。そして１月 17 日を「防災とボランティアの日」と制定されました。今日はこ

の日にちなんで、伊勢市の学校給食で非常時に備えてある「レトルトカレー」が提供され

ました。また、各地区で様々な防災活動が行われる中、浜郷地区まちづくり協議会から災

害非常食として備蓄されている「アルファ米 わかめご飯」を生徒のみなさんに提供して

いただきました。災害はいつ、どこで起こるかわかりません。学校では非常時の対応を年

度当初にお配りしてあります。（港中学校のホームページにも掲載しています）再度確認

しておいてください。これを機に生徒のみなさんも保護者のみなさんも、各家庭で再度防

災について考え、何かあった時のことをしっかり話し合ってみてください。 

浜郷地区まちづくり協議会のみなさま、ありがとうございました。 
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「あいさつ」って 

 昨年度も同じような記事を書きました。今年もやっぱり大切なことですから、生徒のみ

なさんにぜひ読んで、実行してほしいと思います。私が常々話している「思いやりの心」

にもあいさつは通じることです。 

朝、校門前で生徒のみなさんにあいさつをすると、     みなさんはどのタイプ？ 

  ① 笑顔で「おはようございます」         ④だと相手はどう思いますか 

  ② 「おはようございます」          「私のこと嫌いなんだろうか…」 

 ③ 無言で頭を下げる                相手はそう思うかも 

 ④ 「…」                       しれませんね。 

という４つのパターンであいさつが返ってきます。もちろん、私があいさつする前に、

「おはようございます」と声をかけてくれる人もいます。みなさんは、小さいころから

「あいさつをしなさい」「あいさつは大切です」などと言われてきませんでしたか。でも

どうしてあいさつは大切なんでしょう。２、３年生の人は職場体験でも十分その必要性を

感じたのではないですか。社会に出たら必ずあいさつは必要です。私は「あいさつ」を次

のように考えています。 

   １．自分の心を開いて、相手を認める（私はあなたと友だち、敵じゃないよ） 

    ２．コミュニケーションのきっかけ（何から話せばいいか…まずはあいさつで） 

    ３．自分の緊張をほぐす（ピンと緊張した空気を声を出してあいさつで打開！） 

他にも理由はあると思います。でも、あいさつをされて嫌な気持ちになることは少ないの

ではないでしょうか。これまでのみなさんの生活を、ちょっと振り返って考えてみてくだ

さい。今日から積極的にあいさつができる、そんなみなさんであり、港中であってほしい

と願います。 

～ 春はやってくる ～  
港中学校の校舎北側に道路に面して花壇があります。この花壇は卒業生が作ってくれた

ものです。今年度の夏には大きなひまわりの花が咲きました。今、やっとチューリップの

芽が出てきました。（まだ、２㎝程です）これは、11 月に２年生がパンジーと一緒に植

えてくれたものです。その後、大倉さんが世話をしてくれてやっと芽が出ました。実はグ

ランド側にある花壇のチューリップはすでに数本芽が出て、葉っぱも出ています。寒い中

でも季節は移り替わっています。これからどんどん成長し、４月には色鮮やかな花を咲か

せてくれるでしょう。さて何色の花が咲くでしょうか、楽しみにしていてください。 

 ～ 保護者のみなさまへ ～ 
 日頃は本校の教育活動にご理解、ご協力いただきありがとうございました。 

また、先日からの生徒・保護者アンケートにご回答いただきありがとうございます。現

在、集計を始めているところです。ご意見もいろいろいただき、改善できることから、対

応していきたいと思います。詳しいことは後日「港中だより」を通して報告させていただ

きます。 

□ ■ □ ■ □ ■     土曜授業のお知らせ    □ ■ □ ■ □ ■ 

１月 18 日 校内人権フォーラム  両日とも午前中で終わります。 

２月 22 日 新入生説明会     1 月 18 日は９時 40 分から参観していただけます。 

 


